
パワーディバイダとパワースプリッタの
違い

パワーディバイダとパワースプリッタではパワーを分配するための抵抗の配置が異
なります。

パワーディバイダは ⁄ Ω ≈ Ω の 抵抗で対称回路が構成されていま
す。
パワースプリッタは Ωの 抵抗が対称型になっています。

パワーディバイダ
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インピーダンス解析
パワーディバイダでは各ポートに ⁄ Ωの抵抗が付いており、他のポートを Ωで終
端すると、どのポートから⾒込んでもインピーダンスは Ωとなります。

パワースプリッタでは出⼒ポートのみに Ωの抵抗が付いており、他のポートを
Ωで終端すると、信号発⽣器側から⾒込むインピーダンスも Ωとなります︓

しかし、パワースプリッタの出⼒ポートから⾒込む場合、残りのポートを Ωで終
端しても、インピーダンスは︓

実⽤上の使い分けと適⽤例
分割した信号の⽚側だけを測定器でモニタし、もう⽚側の信号は⽐測定物に⼊⼒
するようなレベリングや⽐測定にパワーディバイダを使⽤した場合、信号源から信
号分岐点までのインピーダンスが ⁄ ≒ Ωとなるため、 が となり、
ミスマッチが⼤きくなります。

これに対しパワースプリッタを使⽤した場合は、信号源から分岐点まで抵抗が存在
しないため、インピーダンス の理想的な信号源とみなすことができ、 は
となります。

単純にパワーを 分割する場合には 抵抗型のパワーディバイダを使⽤しますが、⽐
測定とレベリングには 抵抗型のパワースプリッタが適しています。

ご注意ください。 のパワー・スプリッタ／コンバイナは本記事で定義



されるパワー・ディバイダです。すべてのポートを基準インピーダンス（例︓ Ω
または Ω）で終端すると、各ポートも同じ基準インピーダンスを呈します。

のパワー・スプリッタ／コンバイナは、実験室のテスト・セットアップ、
システム信号分配、アンテナ・ビームフォーミング、および広帯域・低 で優
れた振幅・位相バランスを要するあらゆる⽤途に最適です。

お客様の⽤途に最適な製品選定については、どうぞお気軽にお問い合わせくださ
い。弊社の技術チームが、設計のあらゆる段階でサポートいたします。
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